
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立中央保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 100% 0% 

全ての子どもが平等に、自分らしく生きる環境を整えていく。また、

子どもの人権を尊重し、異文化交流を深め、子どもの心が豊かに育つ

よう配慮している。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 100% 0% 
入所児説明会や懇談会等の場で説明し、わかりやすい掲示を心掛けて

いる。 
 99.7% 0.3% 

3 情報保護 100% 0% 

職場全体で情報セキュリティ研修を実施している。また、個人情報に

関わるものは施錠可能な場所に収納し、持ち出す際は管理簿に記入す

るなど、全職員にルールを周知し、厳守している。 

 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 100% 0% 

保護者から相談や意見があった際は、速やかに職員に周知し、対応を

話し合っている。また、内容によって、上司や関係機関に相談しなが

ら、解決に向けて進められるよう努めている。 

 99.8% 0.2% 

5 保育内容 99.3% 0.7% 

子どもの姿に合わせた保育を行い、日々の振返りの中で計画を見直し

ながら、より子どもが主体の保育になるよう工夫している。また、計

画を職場内で共有し、クラスを超えて関わりが深められるような環境

を整えている。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 96.3% 3.7% 

幼保小連携の研修や実践報告を通じて、昨年度より地域の小学校との

関わりを増やすことができた。幼児教育から学校教育がつながるよう

な架け橋プログラムを保育に取り入れていく。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 100% 0% 

機会を捉えて、自分の体や他児の体に関する知識を個別に伝えてい

る。体への理解を自然な場面（手洗いや遊びの中）で個別に指導する

ことで、子どもの好奇心を尊重した健康教育を実施している。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 100% 0% 

収穫物や行事食、調理保育、お弁当給食等を通じて、子どもたちが食

に対して関心を持ち、楽しい経験ができるよう食育を推進している。

離乳食、宗教食、アレルギー対応など、細かな配慮の中で安全な提供

を心掛けている。 

 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 

環境整備表を基に、清掃や消毒を実施しており、施設や遊具について

は、定期的に業者や保育所職員が点検を行っている。また、事故防止

チェックリストとヒヤリハットを活用することで、事故防止に努めて

いる。 

 99.9% 0.1% 



自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

10 災害への備え 100% 0% 

毎月の避難訓練や防災週間の取組、炊き出しの実施、保護者への掲示

など、大人と子どもが経験を積み重ねる取組を行っている。また、子

どもの命を守るため、危機管理意識を高く持ち、災害時の対応を職場

全体で計画するなど、課題に対して取り組んでいる。 

 99.7% 0.3% 

11 子育て支援（保護者への支援） 98.6% 1.4% 

保護者と子どもの楽しいエピソードを共有するなど、日頃からコミュ

ニケーションを大切にし、困った時はＳＯＳが出せるような保育所で

あるよう努めている。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 97.8% 2.2% 
毎週、園庭開放を行い、関わりを深めている。また、保育所見学も随

時実施し、保育所の様子を知ってもらえるよう努めている。 
 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 100% 0% 
虐待の早期発見に努めるとともに、速やかに保育所長に報告すること

になっている。また、日頃から通告を行う体制が整っている。 
 99.8% 0.2% 

14 

特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対

応） 

100% 0% 

障がいや特性がある子どもの保育について、個別の指導計画を立て、

保育所全体で定期的に話し合う機会を持っている。また、全ての子ど

もが心地よく過ごせるようなインクルーシブ保育を行っている。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 96.3% 3.7% 

散歩に出かけた際は、地域の方と交流する機会がある。地域とのつな

がりを大切にしたいと考えているものの、交流先の検討に課題を認識

している。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 96.3% 3.7% 
研修を通じて学びを深め、一人ひとりがアップデートした内容をフィ

ードバックすることで、職場全体の保育のレベルが高まっている。 
 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・公立保育所全体と比較して、小学校との連携、地域の実態に対応した保育事業、研修の項目の数値が下回る結果となりました。小学校との連携は、今年度、幼

保小で同じ研修を受けるなど、幼児教育から学校への架け橋がより良いものになるよう学びを深めています。また、地域の中での保育事業については、園庭開

放の参加者が徐々に増えてきています。今後も、保育所見学等を通じて、在宅で子育てする親子にも保育所が身近に感じてもらえるよう取り組んでいきたいと

考えています。さらに、研修については、毎年様々な研修が計画され、代表者が参加しています。より多くの職員が参加できるよう体制を整えていきたいと考

えています。 

・保育内容については、子どもの人権について、職員全員が日々考えていく必要があります。子ども一人ひとりが安心して過ごすことができ、遊びの中にも探求

心や挑戦など、ワクワクする環境があることが望ましいと考えています。今後は、異年齢保育の中で育つ人との関わりを大切にしながら、経験値が高められる

ように取り組んでいきたいと思います。中央保育所の職員がチームワーク良く保育を行い、子どもたちの健やかな成長につなげられるよう努めてまいります。 


